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情報ネ ッ ト ワ ー ク
INFORMATION

件名 件数
R7 前年比

急　病 2,631 ▲ 285
交　通 232 16
一般負傷 573 ▲ 11
その他 475 ▲ 38
計 3,911 ▲ 318

救急出動件数は 318件減少
▶令和７年中に発生した救急出動件数は 3,911
件で、前年に比べると 318 件減少しています。 

救助出動件数は６件減少
▶救助出動件数は61件で、前年に比べると6件減
少しました。近年では、異常気象に伴う大雨で
の道路冠水や川の氾濫などによる災害の発生が
予測されることから、消防署では水難救助資器
材を強化し、水難事故対応に備えています。

件名 件数
R7 前年比

交通事故 21 1
火　　災 5 0
水難事故 0 ▲ 1
そ の 他 35 ▲ 6
計 61 ▲ 6

件名 件数
R7 前年比

建物火災 13 ▲ 2
林野火災 2 2
車両火災 6 ▲ 3
船舶火災 0 ▲ 1
その他 7 ▲ 15
計 28 ▲ 19

火災件数は 19件減少
▶令和７年中に発生し
た火災件数は 28 件
で、そのうち建物火
災は 13 件です。前
年の 47 件に比べる
と、19件減少してい
ます。
　たき火や枯れ草焼きの不始末を原因とする大規
模な林野火災が、全国各地で発生しています。
空気が乾燥し火災が発生・拡大しやすい季節と
なっていますので、屋外での火の取扱いには十
分ご注意ください。　

令和 7年 石岡市の火災・救急・救助の件数 問消防本部 警防課　℡ 23-0119

３月１日～７日は春季全国火災予防運動が実施されます！
▶春先は空気が乾燥し、風の強い日が多いことか
ら、１年の中で最も火災が起こりやすい季節で
す。ストーブの近くに洋服などの燃えやすい物
やスプレー缶（殺虫剤・消臭スプレー・ヘアス
プレーなど）を置いたり、近くで使用したりす
ると引火し火災になる危険があるため十分注意
して下さい。また、電気器具の「たこ足配線」
をしない、差し込みプラグに付着した「ほこり」
を取り除く、傷んだコードや束ねた状態のコー
ドを使用しないなど、日ごろからの心掛けで電
気火災を防ぐことができます。
　燃料の灯油などの取り扱いにも注意が必要です。

古くなった灯油はストーブなどの異常燃焼や故
障につながります。来シーズンに持ち越さない
よう計画的に購入しましょう。

～火事から逃げ遅れを防ぐ住宅用火災警報器～
　住宅用火災警報器の交換時期は10年が目安です。　
　もしもの時のために作動確認をしましょう。
　まだ設置していない場合は、自分そして家族の命　　
　を火災から守るために設置しましょう。
※消防署では、消火器や住宅用火災警報器の販売
はしていません。消防職員を名乗った「かたり
商法」には十分注意してください。　

問消防本部 予防課　℡ 23-0119
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